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Ⅰ.エスペラント語について

1.エスペラント語とは

エスペラント語はザメンホフによって創案された言語である｡ポーランドの眼科

医ザメンホフ (LudwikLejzerZamenhof)(1859-1917)は1887年に40ページの

小冊子を発行し､彼が創案した言語を世に発表した｡ザメンホフはDr.Esperanto

というペンネームを使用したため､この新しい言語は ｢エスペラント博士 (医師)

の言語｣ と呼ばれ､やがてエスペラント語と呼ばれることになった｡Esperantoと

は ｢希望する者｣の意味であるが､作者のペンネームがそのまま言語名となってい

ったのである｡

この小冊子は1887年にロシア語､ポーランド語､フランス語､ドイツ語の4つ

の版で出版され､翌年 1888年には-プライ語の版が続いた｡1888年に英語版も出

版されたが､訳がまずかったためすぐに廃刊となり､1889年に別の人の英訳で再

出版された｡同じ1889年にはスウェーデン語とイディッシュの版が出版された｡

この小冊子にはこの言語の起源と原則､この言語の実例､6ページにわたる文法､

簡単な語嚢集などが含まれていた｡

1888年にザメンホフは2冊目の小冊子DuaL4'bL10del'11'DgV101'ntemacL'a(国際言

語の2冊目の書)を今度はエスペラント語で発表した｡この小冊子には最初の小冊

子の読者から寄せられた批判に対する返事や､アンデルセンの童話Laombro(影)

のエスペラント語釈､15のことわざ､2つの詩のエスペラント語訳などが載せられ

ていた｡

この2冊目の小冊子の補遺で

Tiu色ilibretoestaslalastavorto,kiunmi elparolasenrolodeaatoro.De

tiueitagolaestontecodel'lingvointernacianeestasJamPlimulteen

mlaJmanOj,olenlamanojde丘iaaliaamikodelasanktaideo.Nidevas

nunclqegalelabori,aiula丘siafort0....Nilaborukajesperu!
人●
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この小冊子は私が作者として発言する最後のことばである｡今日という日か

らこの国際言語の未来は私の手の中にあるというより､聖なる考えのすべて

の他の友の手の中にあるのである｡我々は全員が平等に自分の力に応じて働

かなければならない｡ (…)働き､希望しようではないか !

とザメンホフは述べたが､この宣言によってザメンホフはエスペラント語の作者と

しての権限を放棄し､エスペラント語はこの言語を使用する人々のものとなってい

くことになるのである｡

2.文学作品のエスペラント語翻訳

ザメンホフの考えは単に基本的コミュニケーションに使用できる言語を作ると

いうことではなく､一つの完全な言語を作るということであった.したがって文学

も最初から一部分として考えられていたのである｡ザメンホフ以外の人が最初に出

版したエスペラント語の出版物はAntoniGrabowski訳のプーシキンの短編｢吹雪｣

であった.ザメンホフはある人からCharlesDickensの T:heBattleofLL'leのドイ

ツ語訳を見せられ､これをエスペラント語に訳すことはできないだろうと言われた

ので､この考えが間違っていることを示すために､この作品をエスペラント語に翻

訳して出版した｡

エスペラント語の活動は教科書の作成に全力を傾けるべきであって､文学作品の

エスペラント語-の翻訳は時間の無駄であるという意見もザメンホフのもとに寄

せられた｡これに対してザメンホフは､

LernolibroJ,anOnCado,k.t.p.estasnecesaj,sedliteraturoestasanka丘

necesa,nemalpli,sedeemultepli.

教科書､宣伝などは必要であるが､文学もまた必要であり､より少なく必要

なのではなく､それら以上に必要なのである｡
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と答え､主要文学作品の良い翻訳ほど説得力を持つものはないと述べている｡この

ような時期の1894年に 『ハムレット』のザメンホフによるエスペラント語釈が出

版された｡これはエスペラント語という言語が最初に発表されてから7年目のこと

であった｡この翻訳によって､文学作品不要論のような論争は収まることになり､

エスペラント語の活動にも活力が生み出された｡

ザメンホフが彼の最初の主要な翻訳として 『ハムレット』を選んだのは､シェー

クスピアが偉大と見なされていた作家であり､またシェークスピアの作品の中でも

『ハムレット』が最も言及されることの多い傑作と見なされていたからであった｡

『ハムレット』では散文の箇所と韻文の箇所があるが､ザメンホフはその翻訳の中

で弱強五歩格 (iambicpentameter)の韻律を完全に使いこなしており､この韻律を

エスペラント語に根付かせることとなった｡このようにしてこの言語ができてから

わずか7年にしてエスペラント語は世界の最高傑作が表現できる言語となったので

ある｡

この 『ハムレット』の翻訳は戯曲作品の本質を流ちょうなェスペラント語の詩行

で表現したものであって､必ずしも細かな点まで1語 1句を忠実に移すことを目的

にしたものではなかった｡ザメンホフ訳の 『ハムレット』が出版されてから68年

後の1962年にLN.M.Newell(ニューエル)によって新たな 『ハムレット』のエ

スペラント語-の翻訳がなされることになる｡ニューエルはザメンホフとは異なり､

原作-の忠実さを強調した翻訳を作り上げた｡ニューエル訳によってザメンホフ訳

が取って代られたということではなく､二つの翻訳はそれぞれの特徴を持ち､それ

ぞれの良さを持っている｡

同一の作品が異なる訳者によってエスペラント語に翻訳されている例としては､

他にルイス ･キャロルの 『不思議の国のアリス』やェ ドガ一 ･アラン･ポーの 『ア

ッシヤー家の崩壊』などがある(脚注).

DonaldBroadribb,trad.,LaAy印tUrOjdeAh'coeDML'Llando
E.LKearney,trad.,血A搾ntutOjdeAJJ'cJoeDML'LlaDdo
EdmundGrimleyEvanS,trad.,LaFaJodeLaDomoUsher
EdwinGrobe,trad.,LaFalodeUSeL10･Domo
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エスペラント語訳 『ハムレット』に引き続いて､ザメンホフは次々と文学作品の

エスペラント語翻訳を発表していった｡ゴーゴリの 『検察官』(1907)､モリエール

の 『ジョルジュ ･ダンダン』(1908)､ゲーテの 『タクリス島のイフィグ-ニエ』

(1908)､シラーの 『群盗』(1908)､旧約聖書 (1908)､ElizaOrzeszkowaの 『マルタ』

(1910)などであった｡

その後いろいろな訳者によって世界の様々な文学作品がエスペラント語に翻訳

されていった｡また翻訳だけではなく､エスペラン ト語で文学作品も創作されるよ

うになった｡日本の文学作品でエスペラント語に翻訳されているものも数多くある｡

たとえば､次のような作品がェスペラント語に翻訳されている｡芥川龍之介 ｢河童｣,

｢鼻｣,｢トロッコ｣,｢杜子春｣､石川啄木 ｢一握の砂｣､｢悲しき玩具｣､井上靖 ｢楼

欄｣､｢異域の人｣､川端康成 ｢雪国｣､木下順二 ｢夕鶴｣､谷崎潤一郎 ｢春琴抄｣､太

宰治 ｢ヴィヨンの妻｣､中島敦 ｢山月記｣､｢名人伝｣､｢李陵｣､森鴎外 ｢舞姫｣､｢高

瀬舟｣､｢山撒太夫｣､｢安部一族｣､｢文遣い｣､夏目淑石 ｢薙路行｣､樋口一葉 ｢おほ

っごもり｣､｢わかれ道｣､｢十三夜｣､｢たけくらべ｣､星新一 ｢傑作ショー トショー

ト選｣､宮沢賢治 ｢セロ弾きのゴーシュ｣､｢注文の多い料理店 ｣その他､西鶴 ｢好

色五人女｣や ｢万葉秀歌選｣､｢アイヌ神話集｣などその他多数の作品のエスペラン

ト語訳がある｡

3.自然言語と人工言語

エスペラント語はザメンホフという一人の人が作り上げたと言語という意味で

は人工言語である｡では日本語や英語などのいわゆる自然言語とェスペラン ト語と

の間に､何か本質的な違いが存在するのであろうか｡言語としての機能の点から見

た場合､本質的な違いは何も存在しないと言える｡今日ではエスペラント語の母語

話者も存在することが知られている｡これは両親が異なる少数民族の言語の母語話

者であって､エスペラント語を通じて結婚し､生まれた子供にエスペラント語で話

しかけたような場合に起こる｡あるいは父親が意図的に常にエスペラント語で子供

に話しかけて育てた場合などにも､子供はエスペラント語の母語話者となる｡その
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ような場合､子供は友達が話し､学校でも使用されているその土地の言語のネイテ

ィブスピーカーにもなるので､必然的にバイリンガルとなる｡子供はふつう友達と

同じ話し方をしたがるものであり､自分が一緒に遊ぶ子供たちがェスペラント語を

話さないので､エスペラント語で話すことを嫌がるということも報告されている｡

ただ言語としてはエスペラント語は自然言語とまったく異ならないのである｡

自然言語といえども､必ずしも自然に発達して今日のような姿になっているわけ

ではない｡たとえば､古英語をいくら詳細に観察してみても､その言語が今日の英

請-と変化していくことは､おそらく誰にも予測できないであろう｡古英語と現代

英語とでは特にその語嚢において相違が大きい｡古英語の語桑が自然に変化して現

代英語の語嚢となったわけでは決してない｡古英語の語嚢の85%は失われ､フラン

ス語系などの語嚢に取って代られたと言われている｡すなわち現代英語の語嚢の大

半は外来語で成り立っている｡エスペラント語の場合､100%が他の言語から取り

入れられた語根で成り立っているが､英語と比べた場合､それは単なる程度の違い

にすぎず､本質的な相違ではない｡自然言語といえども多くの場合､自然に発展し

変化していくわけではなく､文化的､政治的などの要因によって激しく影響を受け

ることがある｡したがって自然言語と人工言語という区別も､後者がある個人によ

ってある時点で創案された言語であることを表すだけで､それ以上の意味を持つわ

けではない｡今日世界中には6千くらいの言語が存在するとも言われているが､エ

スペラント語は日本語や英語と同様､そのうちの一つなのである｡

4.エスペラント話の特徴

エスペラント語という言語の特徴を考えた場合､その大きな特徴とは何であろう

か｡そのきわだった特徴は次の2点ではないだろうか｡

(1)規則的であって､原則的に例外が存在しないこと｡

(2)造語能力がきわめて優れていること｡
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まず (1)の例外が存在しないことは､エスペラント語の大きな特徴である｡原則

的には､発音にも例外というものはなく､(外国語の固有名詞などのスペリングは別

として)スペリングにも例外はなく､文法にも例外はない｡エスペラント語文法の

基本は16条の文法規則に集約されていることからもわかるように簡単なものであ

る｡したがって､エスペラント語学習者は､英語学習者のように不規則動詞の変化

や不規則な複数形などによって悩まされることはない｡

次に (2)の造語能力に関してであるが､エスペラント語では語根はほぼすべて他

の言語からの借用語であるので､ここで造語というのは､語根を使って派生語や合

成語を作り出していく能力のことを指す｡エスペラント語では語根を組み合わせた

り､接頭辞､接尾辞､品詞語尾によって派生語や合成語として独自の語嚢を作り出

していく｡ 通常､外国語の学習者にとって大変なのは語嚢の習得である｡エスペラ

ント語ではこの語嚢習得の労力を軽減するために､接頭辞や接尾辞によって容易に

派生語を作り出せるようになっている｡接辞によって語を10倍程度にも増やすこ

とができるので､もし500語を覚えれば､5000語を暗記したのと同じ効果を持つ

とも言われる.したがってエスペラント語の造語法はその文法の一部分と言っても

よく､入門書や文法書には接頭辞､接尾辞を中心とした造語法の説明が必ず含まれ

ているoエスペラント語の本格的な文法書としてはK.Kalocsay,G.Waringhien,

PleLZaADall'zaGLTamat)'boとBertiloWennergren,1YeDaMaDIL'bz10deEspeLlanta

Gramat)'hoがあるが､前者の場合､本文490ページ中162ページが､後者の場合､

本文652ページ中116ページがそれぞれ造語法に当てられている｡すなわち､前者

では33%が､後者では17.8%が造語法の記述に費やされていることになる｡

5.エスペラント語の造語法

エスペラント語の単語には品詞語尾を付けて使用する語と､語尾なしに語根のみ

で使用される自立語根とがある｡大多数の語は品詞語尾を付けて使用される名詞､

形容詞､副詞､動詞の4品詞であり､これらは品詞によって語尾が決まっている｡

名詞には ･O､形容詞には ･a､副詞には ･e､動詞には ･iという品詞語尾が付く｡
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例を挙げれば､名詞amiklo(友)､形容詞bella(美しい)､副詞bonte(良く)､動詞

parolli(話す)などで､これらの語尾を取り去った残りの部分が語根である｡複数

の語根を持つ合成語などの場合は､語尾を取り去った残りは語幹と呼ばれる｡動詞

の場合､不定形の形が ･iで､直説法では現在は ･as､過去は ･is､未来は ･osであ

り､仮定法は ･us､命令法は ･uとなる｡動詞の場合､これら6個の語尾のいずれ

かが付くことになる｡すなわちェスペラント語の名詞､形容詞､副詞､動詞の4品

詞には､-0,･a,-e,･i,･as,･is,･os,･us,･u という9種の語尾のいずれかが付くことに

なる｡

一方､品詞語尾を付けずにそのまま用いることのできる語根が160個くらいあるO

これらは自立語根と呼ばれる｡これらは頻繁に用いられる機能語であり､原形副詞

(nun今､hodia丘今日)､代名詞 (mi私､li披)､冠詞 (laその)､前置詞 (a1--､

sur～の上に)､相関詞 (kioなに､tieそこで)､接続詞 (kajそして､seもし)､数

詞 (unu一､du二)､間投詞 (hoおお､haあっ)などである｡

英語では､たとえば､takeの過去形が tookになり､mouseの複数形がmiceに

なるなどのように語根自体が変化する場合があるが､エスペラント語の語根はそれ

自体は決して変化することがない｡エスペラント語では語根は積み木の最小ブロッ

クのようなものであり､それ自体は変化せず､他の要素とかなり自由に結びつくこ

とができる｡

エスペラント語では意味が許す限り､品詞語尾を別の品詞語尾に変えて､簡単に

品詞を転換することができる.たとえば､kura引a(勇敢な)という形容詞は､品詞

語尾を変えることによって､knra引e(勇敢に)という副詞や､knra針o(勇気)と

いう名詞や､kuragIi(あえて～する)という動詞に転換することができる｡あるい

はbroslo(ブラシ)という名詞は語尾を変えることによってbroSli(ブラシをかけ

る)という動詞となり､konstruJi(建築する)という動詞はkonstrulo(建築)とい

う名詞やkonstrula(建築の)という形容詞となる｡

この品詞語尾によって品詞を転換できる自由さは､通常は語尾を持たない自立語

根にも及ぶことがある｡品詞語尾を付けることによって､原形副詞のnun(今)は
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nunla(今の､現在の)となり､tro(あまりにも)はtrola(過度の)という形容詞

やtrole(余計に)という別の副詞に変わるoanta丘(～の前に)という前置詞は

anta引a(以前の)という形容詞や､ antaufe(前もって)という副詞や､anta引i

(前にある､先行する)という動詞などに変わる｡ 丘ial(なぜ)という相関詞は

kiallo(理由)という名詞になり､tiam(その時)という相関詞はtiamla(その時の)

という形容詞になる｡du(二)という数詞はdula(二番目の)という形容詞となり､

unu(-)という数詞はunulo(単位)という名詞となるoまたve(ああ)という間

投詞はvelo(嘆き)という名詞や､veli(嘆く)という動詞になるといった具合であ

る｡

6.エスペラント語の単語の構造

語尾を持つ名詞､形容詞､副詞､動詞の4品詞は語嚢の大多数を占めるが､これ

らの語の場合､最も簡単なものは語根に品詞語尾を付けた ｢語根+語尾｣の形とな

る｡エスペラント語では原形副詞を除いて､これらの品詞の語では必ず品詞語尾が

付くことになる｡語根に接頭辞や接尾辞が付いて派生語を形成する場合も多い｡そ

の場合､｢壷盤+接尾辞+語尾｣､｢接頭辞+豊艶+語尾｣､｢接頭辞+重畳+接尾辞

+語尾｣などの形になる｡長い語の場合､接尾辞を2個付けて､｢接頭辞十重盤+

接尾辞+接尾辞+語尾｣のような形になることもある.たとえばmallsanlulIejlo

(病院)では､sanが中心的意味を持つ語根で､malが接頭辞で､ulとejが接尾辞

で､Oが語尾であり､sanla(健康な)-mallsanla(不健康な)一maltsanlullo(柄

人)-malIsanlulJejlo(病院)とうい過程を経て語ができている｡あるいは

reJSanJigJeblla(健康を回復できる)という語も､1個の接頭辞と2個の接尾辞と

いう同じ構造をしており､sanfa(健康な)-Sanligli(健康にする)-relsanfigJi

(健康を回復させる)-reJsanligleblJa(健康を回復できる)という過程を経てでき

ている｡

1個の語根の代わりに2個あるいはそれ以上の語根を持つ語が合成語ということ

になる｡しかし､エスペラント語では接頭辞や接尾辞などもすべてある意味では語
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根であり､逆に語根も接頭辞などとして使用されるため､派生語と合成語の区別は

唆味になることが多い｡語根と語根を組み合わせる場合､通常は､語根と語根を直

接組み合わせて ｢蓮盤+壷盤+語尾｣のような形になる.たとえば､bildlo(絵)と

kartlo(はがき)からはbildlkartlo(絵はがき)ができ､naturlo(自然)と

scienclo(科学)からはnaturlscienclo(自然科学)ができる.語根を直接っなげる

と子音が連続して発音しづらくなる場合は､それを避けるためにつなぎ母音 (主に

･O-､ときに 甘 や ･i･)を挿入することもある｡たとえば､lernli(学ぶ)とlibrlo

(本)からIernlollibrlo(教科書)が作られる.この場合､発音しやすくするために

つなぎ母音の ･o･が挿入されている｡しかし､つなぎ母音を入れるかどうかについ

ては厳密な規則はなく､場合によっては語形の揺れを生じることがある｡

7.エスペラント話における単語の創作

エスペラント語ではある程度の接頭辞や接尾辞などに関する造語法の知識はテ

キストを読む場合に必須となる｡英語などにおいては､テキストで使用されている

語は固有名詞を除けば､辞書に記載されているのが普通である｡しかしエスペラン

ト語の場合､合成語は当然のこと､派生語でも辞書に記載されていないことがある｡

そのような場合､読者は単語を接頭辞､語根､接尾辞､語尾などに分解して､辞書

に記載されている語根から接頭辞や接尾辞の知識を駆使することによってその語

を理解することになる｡逆に､文章を書く場合も､必要に応じて語根に接頭辞や接

尾辞を付け加えて､自分で単語を創作しながら書くことになる｡これは英語などの

場合と比べて大きな違いではないだろうか｡英語でもシェークスピアのような独創

的な作家の場合､自分で単語を作りながら文章を書いていると思われる場合がある｡

しかしそのような創作された単語の数はさほど多くはなく､また通常の人が書く際

に単語を創作しながら文章を作るということはあまりない｡しかしエスペラント語

においてはこの語の創作ということが絶えず起こりうる｡エスペラント語で書く人

は接頭辞や接尾辞を駆使し､あるいは語根と語根を組み合わせて､必要な単語を作

り出しながら文章を書くことになる｡
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エスペラン ト語辞書の見出し語の配列には2種類ある｡英語などの辞書と同じア

ルファベット順に記載されている単語主義の辞書と､もう一つは語根がアルファベ

ット順の見出しとなり､その語根から派生した派生語や合成語をその見出しのもと

に集めた語根主義の辞書とである｡『ェスペラント小辞典』 (大学書林)のように前

者の形式のものもあるが､主要なエスペラント語の辞書には後者の語根主義の形式

の辞書が多い.たとえば､1YeDaLlustn'taVortaL10deEspeLTaDtO2005,PleDa

VwtaL･odeEspe)･aDtOhunSuplemeDtO､Butler,ed.,EspezTaDtO-EDg:ll'sh

DIctJ'oDaL･Y,『ェスペラン ト日本語辞典』､『新選エス和辞典』などは語根主義であ

り､語根を中心として見出し語がまとめられている｡これはエスペラン ト語が語根

を中心として派生語を簡単に作りうる言語であることの一つの表れであろう｡

ⅠⅠ.『ハムレット』のエスペラント語訳

1.ザメンホフ訳とニューエル訳に見るエスペラント語

『ハムレット』の 1幕 2場 129行目からのハムレットの独白を例にとって接

頭辞や接尾辞がどのように使用されているかを見てみよう｡(なお､エスペラン ト語

では 合は 【d3】音を､jは 【3】音を､会はUl音を､色は 【tJl音を､Cは 【ts】音
を､jは b】音を表し､またaaや e正などは二重母音を表す｡)

原文

0,thatthisbotoosolidmeshwouldmelt,

Thawandresolveitselfintoadew!

OrthattheEverlastinghadnot丘Ⅹ'd

Hiscanon'galnStSelf･slaughter!0God!God!

Howweary,stale,flatandunDrOfitable,

Seemtomealltheusesofthisworld!

Fieon't!ahfie!'tisanunweededgarden,

Thatgrowstoseed;thingsrankandgrossinnature

=illニ



Possessitmerely.

ああ､このあまりにも硬い肉体が

崩れ溶けて露と消えてはくれぬものか !

せめて自殺を罪として禁じたもう

神の按がなければ｡ああ､どうすればいい !

おれにはこの世のいとなみのいっさいが

わずらわしい､退屈な､むだなこととしか見えぬ｡

いやだいやだ !この世は雑草の伸びるにまかせた

荒れ放題の庭だ､胸のむかつくようなものだけが

のさばりはびこっている｡

ザメンホフ訳

Ho,kialne軸 辿塑型旦korpo,

Nedis皿ud合askielpolv'envento!

Sinmemppr_tigikialmalpermesis

LaPle麺otenca!Dio由grandaT.

Ho,kiel虫 垂由kajabomemindaj

A●●
Aperascluュaggidelamondol.

A
Fi,丘1.Gardenoplenadevenenai

妙 !由herboj,tiesenescepte!

(小田島雄志訳)

ニューエル訳

Ho,seeitromakulakarn'Sinfandus,

拠 ,kajsinsolvusen担堕担麺!

A丘sel'Eternanebarintaestus

Per由 Ie合'lasinmortigon!Dio!

Kiomenuaj,tedaj,kaj声e_n=Pe=!由
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A
Sajnasalmi lamorojdeeimondol.

Fi!Estasei倉ardeno_neβark皇祖;

tie_r=b_a_e=Qikrudaj,la丘natur'vulgaraj,
A
GinPlenokupas.

ザメンホフ訳を例にとって韻律を見てみると､つぎのような弱強五歩格となって

いることがわかる｡

Ho,kilalnetfandi引ashomlakorplo,

Nedislflugi引askilelpollv'enventlo!

各行は ｢弱強は弓強I弱強l弱強t弱強は弓｣という11音節になっている｡エスペ

ラント語の場合､ふつう単語の語末はアクセントのない品詞語尾で終わるので､韻

文の各行末は ｢弱強弱｣ という女性韻で終わることになる｡またエスペラント語の

韻文では韻律の都合で名詞語尾の ･O､あるいは定冠詞 laの -aを省略することが

認められている｡ザメンホフ訳に見られるpolv'､またニューエル訳に見られるkarn'､

Ie会'は名詞語尾の ･Oが省略されたものであり､ニューエル訳のl'EternaはIa

Eternaの意味である｡

上に引用したシェークスピアの原文は､たまたま合成語や派生語が比較的多く見

られる箇所である｡Everllastinigとself･slaughterは合成語であり､

unJprofitlableとunlweedJedは派生語であるO英語の場合､派生語もたいてい

は固定した形となっていて､ふつうすでに辞書に登録されている形以外は認められ

ない｡自由に造語に使用できる接頭辞や接尾辞としては､否定の接頭辞のun･や､

副詞を作る ･ly､名詞を作る ･nessなどの接尾辞など少数のものに限られる｡なる

ほど ･ableなどは比較的自由に使用できる接尾辞ではあるが､ ･ableを ･ibleに変

えてunpro丘tibleとすることができず､impossibleの ･ibleを ･ableに変えて

imposSableとしたり､im･をun一に変えてunpossibleとすることができないこと
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からもわかるように､unprorltableやimpossibleはすでに固定した形なのである.

このように現代英語では接頭辞や接尾辞の自由に派生語を作り出す能力はかなり

限られたものとなっている｡現代英語と比べれば､古英語ははるかに豊かな造語力

を持っていたのであるが｡

エスペラント語の場合､すべての接頭辞や接尾辞は意味が許す限り自由に派生語

を作り出すことができる｡したがって派生語のうちのかなりの部分は辞書に記載さ

れていないものとなる｡上記の引用文で二重下線を施した語は派生語ないしは合成

語であり､-本線の下線を施した語は品詞語尾を変えることによって元の品詞とは

異なった品詞に転用されている語である｡

二重下線の派生語ないし合成語は (動詞は不定形で､また名詞､形容詞などは複

数形の語尾 ･jや対格語尾の ･nを除いた形で表すと)､ザメンホフ訳では

hndli引i(溶ける)､disfflugli引i(飛び散る)､mortfigli(殺す)､mallpermesli(禁

止する)､Plejlpotencla(全能の)､abomenfindla(忌まわしい)､mallbella(醜い)､

senJesceptle(例外なく)があり､ニューエル訳ではakvli引i(水になる)､rosJerlo

(露のしずく)､silntmortfigfo(自殺)､senlcella(目的のない)､neJsarklitla(除

草されていない)､herblaelo(雑草)､plenlokupJi(完全に占有する)がある.特に

エスペラント語らしい接辞についてのみ触れると､･ie･は自動詞を作る接尾辞､･ig･

は他動詞を作る接尾辞であり､mal･は正反対の意味を作る接頭辞である｡上記の

両エスペラント語釈からも､エスペラント語では接頭辞､接尾辞を用いた派生語､

合成語の使用頻度が大きいことが見て取れる｡また､これらの語のうちには辞書に

収録されていないものもある.disflug嬉i(飛び散る)､Plejpotenca(全能の)､akvi倉i

(水になる)､ nesarkita(除草されていない)､plenokupi(完全に占有する)の5語

は､日本語で説明されている代表的エスペラント語辞典である 『ェスペラン ト日本

語辞典』には収録されていない語である｡しかし､たとえ辞書に収録されていなく

とも､これらの語の意味がすぐにわかるところがエスペラント語の面白い点である｡

-本線の下線を施した語は､必ずしも派生語というわけではないが､品詞語尾を

変えることによって本来の品詞とは異なった品詞で用いられている語である｡mi
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(私)-mi Ia(私の)､homlo(人)-homla(人の)､bestJo(戟)-bestla(獣の)､agli

(行動する)-agJo(行為)､venenlo(毒)-venenJa(毒の)､si(自分)-sila(自分の)

などでは品詞語尾が置き換えられたり､追加されることによって､品詞が転換され

ている｡

エスペラント語では複数形の名詞だけでなく､複数形の形容詞にも ･j(発音は音

節を形成しない ｢イ｣音)が付く｡また､エスペラント語では目的格であることを

示す対格形があり､これは ･nで表される.複数形が対格である場合は､複数語尾 ･j

のあとにさらに ･nが付いて､･jnという形になる｡これは形容詞についても同じで､

対格の名詞を修飾する形容詞にも同じように ･nが付く｡ もし名詞が複数形対格で

あれば､それを修飾する形容詞も複数形対格となり､同様に ･jnが付くO

ドイツ語などは別として､英語はもちろん､フランス語､イタリア語､スペイン

語などヨーロッパの多くの言語が､今日では代名詞以外の対格形を失ってしまって

いる｡エスペラント語が対格形を持ち､それが形容詞にまで及ぶことは､エスペラ

ント語の文章にある種のいかにも文法的で重い感じを与えることになっているこ

とは否定できない｡しかし逆にそれはエスペラント語に明噺さを与えることになっ

ている｡目的格が 一mで明示されるエスペラント語では､逆に ･nが付いていない

名詞はそれだけで主格であることがわかるのである｡したがってエスペラント語で

は英語のように ｢主語+動詞+目的語｣ という語順を必ずしも堅持する必要はなく

なる｡英語と同様の語順が確かにエスペラント語でも多いのであるが､エスペラン

ト語では語順は比較的自由である｡英語の場合､｢主語+動詞｣の語順が逆転した

倒置や､目的語が動詞より前に出た文は､英語学習者にある種の緊張を強いるもの

である｡しかしエスペラント語ではこのような語順の転倒した文でも何の抵抗もな

く理解される｡たとえ目的語がセンテンスのどの位置に置かれようとも､対格形に

よってそれが目的語であることが明らかとなるからである｡対格形を持つことで､

主格は対格語尾の不在によって明示されることとなり､またそれ以外の格は前置詞

で示されるため､結果的にエスペラント語はラテン語などの格変化を備えた言語に

相当する格機能を持つこととなった｡このことによって､エスペラント語は語順の
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柔軟性を獲得し､英語などに見られる語順の支配から解放されることとなったので

ある｡筆者は､対格形を保持したことがェスペラント語の最大の長所の一つではな

いかと考えている｡

2.二つの翻訳間の詩集の隔たり

先に引用した二つの 『ハムレット』のエスペラント語訳の引用文を見てすぐに気

づくことは､両者の訳に同じ語があまり見られず､ほとんどの語嚢が異なっている

ということである｡この両訳書の語費が異なっているということは､これらの引用

文に限られることではなく､両訳書全体について言えることである｡他の言語の作

品からのエスペラント語釈ですでに言及した 『不思議の国のアリス』や 『アッシヤ

ー家の崩壊』の場合は､異なる2種の翻訳の語嚢にそれほど大きな隔たりは感じら

れない｡したがって､必ずしもエスペラント語訳だから異なる翻訳の語桑が隔たる

傾向があるというものでもなさそうである｡

ザメンホフは語学に堪能な人であった｡ロシア語､イディッシュ､ポーランド語

に関してはネイティブスピーカーであったといってよく､また父親がドイツ語教師

であったため､ドイツ語も流ちょうに話せた｡フランス語､ラテン語､ギリシア語､

-プライ語､英語などを学習し､イタリア語､スペイン語､リトアニア語にも興味

を持っていた｡しかし英語はかなり後になって学習したため､それほど堪能ではな

かったとも言われている｡『ハムレット』を翻訳する際にも､ドイツ語訳､そして

たぶんポーランド語釈やロシア語訳､を参照したと伝えられている｡おそらく原文

を見つつ､同時にドイツ語訳などを参照しながら､エスペラント語に翻訳していっ

たのではないかと想像される｡これは､今日でも翻訳者が翻訳する際､他の先行訳

者の翻訳を参照しながら翻訳することがあるのに似ているかもしれない｡その結果､

ザメンホフの 『ハムレット』訳は原文の忠実な逐語訳というより､原文の趣旨をエ

スペラント語で表した翻訳となっている｡ニューエルのことばを借りると､｢無数

の美しい表現をもった明噺で､スピード感のある文体｣(siaklara,rapidastilo,kaj

sennombrajbela30deesprimo)(Newell,p.35)を作り出したのである.しかしそ
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の反面､翻訳しにくい難しい表現などを抜かしていることがある｡ これに対 して､

ニューエルの方は､より逐語訳に近い ｢忠実な翻訳｣(fidelatraduko)(p.35)を目

指した｡ある意味で､このことが両訳書の語桑の隔たりに影響を与えているのかも

しれない｡

もう一つ考えられることは､後から翻訳されたニューエル訳では､先行のザメン

ホフ訳を強く意識するあまり､意識的あるいは無意識的にザメンホフが使用したの

とは異なる語嚢を使用する方向にはたらいたのかもしれない｡もちろん､これは単

なる憶測に過ぎない｡しかし上に述べたザメンホフの翻訳事情とニューエルが目指

した忠実な訳ということを考慮しても､両訳書間の語嚢の隔たりは大きいと言わざ

るを得ない｡先に見たように､エスペラント語では派生語や合成語を使用する割合

が大きい｡辞書に記載されていない単語を作ることも多いくらいであるから､たと

え同じ語根を用いたとしても､実際に使用する派生語などが異なった形になる可能

性は高い｡しかし先に示した両駅の引用文からもわかるように､両訳書では語根自

体が別のものが使用されていることが多い｡いずれにせよ､両翻訳のあいだの語嚢

の相違は大きいのである｡

ⅠⅠⅠ.カテゴリーにかかわる接尾辞

1.｢行為｣､｢物｣､｢性質｣､｢人｣を表す接尾辞

エスペラント語で頻繁に使用される接尾辞に､｢行為｣､｢物｣､｢性質｣､｢人｣を

表す語を作る接尾辞がある.それらは Iad,･a3,-ec,･ulの4つであり､ 1Yena

ALZall'zaGL･amatJ'bo(p.438-)は､これらが抽象物の ｢行為｣､r性質｣ と具象物の

｢物｣､｢人｣という最も一般的なカテゴリーを表す語を形成するという意味で､そ

れらをカテゴリーにかかわる接尾辞と呼んでいる｡これらの接尾辞に名詞語尾 ･O

を付けた ･ado,･ajo,-eco,･uloについては､･ado(行為)と･eco(性質)が抽象名詞を

作り､･a30(物)と -ulo(人)が具象名詞を作る.

以下の記述で､該当する接尾辞がテキストで何回使用されているかを記した場合

がある｡ザメンホフ訳とニューエル訳全体から主な派生語､合成語をほとんどすべ
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て拾ったっもりであるが､思わぬ見落としがあるかもしれない｡したがって使用頻

度を示す数字は厳密な数と言うよりも､｢少なくともそれだけの数｣ というくらい

の意味で理解していただけると有り難い｡また接尾辞の使用頻度を数える場合､同

じ単語が複数回使用されている場合は全体で1回と数えた｡なお､単語の前に

★印を付けた箇所があるが､この小論ではザメンホフ訳およびニューエル訳の両方

に見られる語という特殊な意味で使用したので､その点ご了解いただきたい｡

lad,･a3,一ee,･ulの4つの接尾辞は重要な接尾辞であり､『ハムレット』の二つの

エスペラント語訳においても使用頻度の点で上位に来る｡使用頻度はザメンホフ訳

では､･adが81回､･a3が42回､･ecが53回､･ulが30回であり､ニューエル訳

では ･adが24回､-a3が49回､･ecが25回､･ulが64回である｡ザメンホフ訳

では ･adの使用頻度がニューエル訳と比べて3倍以上と突出して大きいが､これは

初期のエスペラント語において ･adが多用される傾向があったためであると考え

られる｡次にこれらの接尾辞をすこし詳しく見ていきたい｡なお､これら接尾辞に

ついての記述は主にPleDaADall'zaGLTamatl'ko､PleDaMaL211'bL10deEsperaDta

GLlamatl'ho､『ェスペラント日本語辞典』の3書に従った｡

2.･AD(行為を表す)

(1)･adoが名詞語幹に付く場合｡

たとえばkronlo(王冠)からkronlad暮o(戴冠)､broslo(ブラシ)からbrosIadlo

(ブラッシング)等の名詞ができる｡これは

kronlo(王冠)-kronli(王冠をかぶせる)-kronladlo(王冠をかぶせること)

broslo(ブラシ)-brosfi(ブラシをかける)-broslao(ブラシをかけること)

という過程を経ていると考えられ､名詞がいったん動詞の意味を持ち､それがさら

に名詞化されている｡

(2)･adoが形容詞語幹に付く場合｡

たとえばverdta(緑の)からverdladlo(緑であること)ができ､utilla(有用な)

からutilladlo(有用であること)ができる｡これらも
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verdJa(緑の)-verd暮i(緑である)-verdladfo(緑であること)

utilla(有用な)-utilJi(有用である)-utilJadlo(有用であること)

という過程を経ており､いったん動詞化されてから､それがさらに名詞になってい

ることがわかる｡

(3)･adoが動詞語幹に付く場合｡

ふつう動詞語根の語尾である ･iを名詞語尾の ･Oに変えれば､名詞形ができるの

で､･ado形は冗語的とも言えるが日 次のような場合に用いられる｡

a) ｢行為の結果や産物｣ではなく､｢行為｣そのものを示す｡

たとえば､Skribladlo(書法)(書き物ではなく)､konstruladfo(建設)(逮

築物ではなく)､kantladlo(歌うこと)(歌ではなく)､pensladlo(思考)(考

えではなく)等のように ･adoは行為を表す｡

b) ｢行為の継続｣ を表す｡

na引adlo(競泳)､flug暮adJo(飛行)､man針adJo(食事)などでは行為

の継続が示されている｡

C) ｢行為の反復｣を表す｡

pafladfo (射撃)､batlallo (戦闘)などでは､瞬間的動作を表す動詞に

ついて ｢反復｣を表している｡これらの名詞の語尾を動詞語尾 -iに変えれ

ば､｢反復｣ を表すpafJadli(射撃を行う)､batJal暮i(戦う)などの動詞が

できる｡

(4)動詞語幹に ･adiが付く場合｡

･adiは動詞語幹に付いて ｢継続｣や ｢反復｣を表す動詞を作る.たとえば､irladJi

(行き続ける､通う)､pafladli(撃ち続ける､何度も撃つ)､man引adli(食べ続け

る)､batJadli(何度も打つ)､lernJadJi(学び続ける)などであるo

(5)･adoが前置詞や間投詞に付く場合｡

たとえばanstata丘(～の代わりに)やsuper(～の上方に)という前置詞から

anstata引adlo(代わりをすること)やsuperJadlo(優勢であること)ができ､vivu

(万歳 !)やhura (万歳 !)からvivuladlo(万歳を唱えること)やhurladlo(万
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歳を唱えること)ができる.これらの場合も､anstata引i(代わりをする)､superli

(～に優っている)､Vivuli(万歳を叫ぶ)､hura暮i(万歳を叫ぶ)などの動詞を経由し

てこれらの名詞が作られていると考えられる｡

(6)形容詞語尾 ･aを付けた形｡

･adoの語尾を ･Oから ･aに変えて ･adaとした形容詞形にすることも可能である｡

たとえば､kronladlaprocesio(戴冠式の行進)､brosladlabruo(ブラッシングの

騒音)などである｡ただし､ザメンホフ訳にも､ニューエル訳にもこれらの形容詞

形は見られない｡

ザメンホフ訳の場合､･ad形の大多数は動詞語幹に･adoを付けて名詞化したもの

(上記 (3)の種葬)であり､これらは行為､継続､反復などを表している (48例)0

agado(活動)､alestado(臨席)､apla丘dado(拍手喝采)､atakado(攻撃)､

batalado(戦い)､belskribado(美しい筆記)､bruado(騒ぎ立てること)､

'drinkado(飲酒)､ekparolado(発言)､fanfaronado(空威張り)､farado(行

動)､forgesado(忘却)､fruktoportado(実り多いこと)､gardado(見張り)､

imagado(想像)､3urado(誓い)､kalkulado(計算)､kagado(隠していること)､

komprenado(理解)､kreskado(成長)､kurado(走行)､la丘dado(賞賛するこ

と)､ludado(演技)､★nesciado(無知)､★pafado(射撃)､palpado(手探り)､

parolado(演説､談話)､pekado(罪)､penado(努力)､pensado(思考)､

persistado(根気)､petolado(たわむれ)､promesado(約束)､rampado(這う

こと)､regalado(もてなし)､restado(滞在)､ripetado(反復)､sciado(知っ

ていること)､sindetenado(自制)､sinforgesado(自分を忘れること)､

sintenado(態度)､★skermado(フェンシング)､sonorado(鳴り響き)､suferado

(苦しむこと)､suspektado(疑っていること)､uzado(使用法)､versofarado(詩

作)､vivado(生活) (★印は両訳書で使用されている語)

これらのうちgardladlo(見張り)はgardloと同義であり､komprenJad]o(哩

-20-



解)はkompren暮Oと同義であって､ ･adは冗語となっている｡silnldeltenladlo

(自制)はdetenlisiln(自分を離しておく)がsiJnldeJtenJo(自制)という合成語

となり､さらにsilnldeltenladlo となったものである.やはりこの場合も ･adは

冗語である.同様にsiJnlforgesJadlo(自分を忘れること)はforgesisin(自分を

忘れる)からsilnlforgeslo(忘我)が作られ､それにさらに ･adが冗語的に付い

た形であり､またsiln暮tenladlo(態度)はtenlisiln(振る舞う)からsiInJtenlo

(態度)から作られ､それにさらに ･adが冗語的に付いた形である｡動詞の場合は､

sin(自分自身を)が目的語であるため､結合して合成語となることはない｡

ニューエル訳に見られる動詞語幹に ･adoを付けて名詞化した語 (15例)0

*drinkado(飲酒､深酒)､丘agado(下劣な行動)､gemado(うめくこと)､kriado

(叫び続けること)､maneado(食事)､mensogado(嘘をつくこと)､★nesciado

(無知)､★pafado(射撃)､ preparado(準備)､prezentado(上演)､regado(支

配)､repetado(反復)､★skermado(フェンシング)､studado(研究)､traktado

(論議) (咋ロは両訳書で使用されている語)

これらの ･ado形は行為の意味をはっきりさせる効果を持っている｡たとえば､

krili(叫ぶ)という動詞の語尾を ･Oに変えれば､krHo(叫び､叫び声)という名詞

ができるが､これに対してkriladloは ｢叫ぶ行為｣､｢叫び続けること｣ という行

為の意味をはっきりと示す働きがある｡あるいはmensogli(嘘をつく)からできた

mensogloが ｢嘘､虚言｣を意味するのに対して､mensogladloは ｢嘘をつく行

為｣を意味する.同様に､gemli(うめく)の名詞形 色emioが ｢うめき声｣ を表す

のに対して､倉emladloは ｢うめくこと｣ という行為を示す｡

次に多いのが動詞語幹に ･adiが付いて｢継続｣､｢反復｣を強調した動詞 (上記 (4)

の種類)であり､これには次のような語が見られる｡
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ザメンホフ訳 (21例)0

afektadi(気取り続ける)､bruladi(燃え続ける)､deturnadi(そらし続ける)､

'ekzercadi(訓練し続ける)､elektadi(選び続ける)､elportadi(耐え続ける)､

esploradi(調査を続ける)､hakadi(たたき切る)､kriadi(叫び続ける)､

★laboradi(働き続ける)､montradi(示し続ける)､penadi(努力を続ける)､

penetradi(観察し続ける)､plaeadi(いっも気に入る)､preeadi(祈り続ける)､

prenadi(取り続ける)､prezentadi(上演し続ける)､rigardadi(見つめ続ける)､

ripetadi(何度も繰 り返す)､vagadi(さまよい続ける)､vizitadi(通う)

ニューエル訳 (3例)0

aludadi(言及してばかりいる)､★ek21erCadi(訓練し続ける)､*laboradi(働き

続ける)

次に来るのが上記 (1)の -adoが名詞語幹に付いた ｢行為｣を表す名詞である｡

ザメンホフ訳では ★kronJadIo(戴冠)が見られ､ニューエル訳では ★kronladlo

(戴冠)､昌minkladlo(化粧)､vipladto(むち打ち)が見られる.これらはkronlo(王

冠)､viplo(むち)､昌minklo(化粧品)などの名詞の語根に Iadoを付けることによ

って､kronJi(王冠をかぶせる)､vipli(むち打つ)､昌minkli(化粧する)など動詞

の意味を経由して作られた名詞である｡

上記 (2)の ･adが形容詞語幹に付いたものとしては､ニューエル訳にnigr暮adli

(黒くなっていく)､vigltadto(活発な行動)が見られる｡これらはnigrla(黒い)､

viglJa(活発な)など形容詞の語根にそれぞれ ･adiや ･adoが付いた動詞や名詞で

ある｡またニューエル訳には上記 (5)の前置詞に -adが付いた例として､丈un(～

と共に)から作られたkunladlo(一緒であること)が見られる｡

ザメンホフ訳には､形容詞､動詞などをまず ･ig､･i倉などの接尾辞で他動詞化あ

るいは自動詞化した後､それに更に ･ado,･adiを付けた例が見られる｡それらは

fratomortigado(兄弟殺害)､klarigado(説明)､palieado(青ざめること)､pliieado(堰

大し続けること)､kompreni倉adi(理解されていく)である｡
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fratlolmortligladlo(兄弟殺害)であるが､これはmortJo(死)の語根 mortに

･igliを付けて､mortigJi(殺害する)を作り､それに ･adloを加えてmortligJadJo

(殺害すること)とし､これに血atlo(兄弟)(Oは発音を容易にするためのつなぎ母

普)を前に加えてfratlolmortJigJadJo(兄弟殺害)という合成語ができている｡

つまり｢壷盤+ o +壷盤+接尾辞+接尾辞+語尾｣というように､つなぎ母音のO

を除けば､5個の要素から成り立っている.klarligladIo(説明)､palli引adlo(育

ざめること)､pliJi引adJo(増大すること)では､klarla(明白な)､palJa(青ざめ

た)という形容詞や､pli(より､もっと)という原形副詞を ･igと -i色で他動詞化

や自動詞化して､klarJigli(説明する)､palli引i (青ざめる)､pliJi引i(増大する)

などにしたあと､さらに -adoで名詞化したものである｡komprenli引adli(理解

されていく)では､komprenli(理解する)という他動詞をまず ･i倉で自動詞化して

komprenli引i(理解される)としたあと､｢継続｣を表す ･adを付加して

komprenli引adli(理解されていく)ができている｡

3.･A3(物を表す)

(1)形容詞語幹に付いて語幹の示す性質をもつ事物を表す｡

dol引a(甘い)-dol引ajlo(甘いもの､お菓子)､ gravla(大事な)-gravlajJo(重

大事)､novla(新しい)-novla3lo(ニュース)などができる.

(2)名詞語幹に付いて語幹に関係のある事物や肉､食品を表す名詞を作る0

po畠tlo(郵便)-po釦Ja3Jo(郵便物)､lignJo(木材)-lignla3Jo(木製品)､artfo(芸

術)-artla3Jo(芸術作品)､ infhnlo(子供)-inhnJa3Jo(子供っぽい言動)､bovlo

(午)-bovla310(牛肉)､ovlo(卵)-ovla3fo(卵料理)､gekspirlo(シェークスピア)

一gekspirla3Jo(シェークスピアの作品)などである.

(3)動詞語幹に付いて ｢～される物｣､｢～された物｣､｢～する物｣など動詞の行為

に関係した物を表す｡

man引i(食べる)-man引aĴlo(食べ物)､havli(持つ)-havla3Jo(持ち物)､legJi

(読む)-legla3Io(読み物)などは ｢～される物｣を意味し､konStruli(建築する)
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-konstrulaĴlo(建築物)､inventli(発明する)-inventla3Io(発明品)､skribli(香

く)-skribla3lo(文書)などは動詞の行為の結果である ｢～された物｣を意味し､

amuzli(楽しませる)-amuzla310(娯楽)､citli(引用する)-citla310(引用文)､

finli(終える)-finla3lo(末端､語尾)などでは ｢それによって～するもの｣ を意

味している｡

動詞語尾 ･iを名詞語尾 ･Oに変えてできた名詞が一つ以上の意味を持つとき､

Ia30は ｢結果の産物｣の意味に限定するために用いられる.たとえばkonstruliの

名詞形konstruloは ｢建築｣ という行為､｢構造､作り｣という様式､｢構造物､建

築物｣という結果を表す物の3通りの意味を持つが､konstrula3loでは ｢構造物､

建築物｣ という物の意味に限定されるoこのように ･a30は行為の結果できた物を

はっきり示したいときにも用いられる｡

時を明示するために ･a30の前に､分詞接尾辞が挿入されることがある.たとえ

ばskribla3Ioは一般に ｢書かれる物､文書｣の意味であるが､skriblatla3Io(今

書いている物)､skriblitla3)o(書いてしまった物)､skrib]otlajlo(書こうとして

いる物)のように､継続､完了､未然の受動分詞接尾辞 (･at,一it,lot)によって現在､

過去､未来の時を区別することができる｡

(4)前置詞に付いてそれらの性質が持つ事物を表す｡

krom(～を除いて)-kromla3Io(余分なもの)､ekster(～の外に)-eksterla3to

(外面)､anta丘(～の前に)-anta引a3to(前面)､eirka丘(～のまわりで)-

eirka引a3Io(近隣)､eirkn引a3la(近隣の)､anstaも(～の代わりに)-ansta引aĴIo

(代替品)などである｡

(5)･a3という接尾辞は語尾を付けてa3Io(物)のように語根としても機能すること

ができ､さらに別の接尾辞を挿入してa3letlo(小物)などの名詞にもなるoまた

aĴ･vorto(具象名詞)のような合成語を作ることもできる.

上記 (1)の ･aĴが形容詞語幹に付いて語幹の示す性質をもつ事物を表した例と

しては､両訳書では次のような語が見られる｡
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ザメンホフ訳 (13例):

abomenaĴ0(忌み嫌うべきこと)､acida30(酢)､aparta30(特別なもの)､

'ebenajo(平地)､efektiva30(現実)､interna30(内部にあるもの)､malbonaJAo

(悪事)､maljusta30(不正行為)､☆malsaga30(愚かな言動)､★nova50(ニュー

ス)､profunda]̂o(深部)､sprita30(機知に富んだ言行)､terura30(恐ろしいこ

と)

ニューエル訳 (22例):

akce80ra30(アクセサリー)､★ebenajo(平地)､falsa30(偽物)､firuzaĴ0(下劣

な術策)､frenezajo(狂気の沙汰)､会entilaĴ0(礼儀正しい言行)､hida30(醜悪

なもの)､kruela30(残虐行為)､lerta30(巧みな動き､腕前)､malica30(意地悪

な仕打ち)､★malsaea30(愚かな言動)､nelerta30(まずいこと)､★nova30(ニュ

ース)､rieaĴo(富)､ruzaĴ0(術策)､sensencaĴo(ナンセンス)､senvalora30(無

価値なもの)､simila]̂o(共通点)､strangaĴo(奇妙な事物)､stultaĴo(愚行)､

subtera30(地下室)､subtila30(微妙なもの)

以上の語の中には接頭辞が付いたものも見られるomallbonlajlo(悪事)､

maltjustla3lo(不正行為)､mallnobllâJIo(卑劣な行為)､★mallsa引a510(愚かな

言動)､nellertJaĴlo(まずいこと)､Senlsencla3Io(ナンセンス)､senlvalorla3lo

(無価値なもの)､ sublterlaĴlo(地下室)などは､まずmallbonla(悪い)､

neJlertla(下手な)､senlsencla(ナンセンスな)､sublterla(地下の)などの形容

詞ができて､次にこれらに ･a30が付いたものと考えられる｡これに対して､

fiLruzta3lo(下劣な術策)の場合は､まずruzla(悪賢い)からruzla]AIo(術策)が

でき､これに嫌悪を表す接頭辞fi･が追加されたものと考えられる｡つまり

(mallbon)a3loとfi(ru2lla3lo)のように構造上の違いがある｡

上記 (2)で示した名詞語幹に付いて語幹に関係のある事物を表す語としては次

のようなものが見られる｡ (両訳書ともに名詞語幹から作られた肉や食品を表す
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-ajo形は見られない.)

ザメンホフ訳 (6例):

arka30(アーチ)､arlekenâJO(おどけた仕草)､★arta30(芸術作品)､eifonajo(ぼ

ろ服)､dia30(異教の神)､paka30(荷物)

ニューエル訳 (7例):

'arta30(芸術作品)､ceremoniajo(儀式張ったこと)､fantazia30(幻影)､

fripona]Ao(ペテン)､kanajlaJAo(悪事)､lingvaĴo(特有の表現)､teatraJAo(戯曲､

出し物)

上記 (3)で示した動詞語幹に付いて ｢～される物｣､｢～された物｣､｢～する物｣

など動詞の行為に関係した物を表す語としては次のようなものが見られる｡

ザメンホフ訳 (15例):

apartenaĴo(所有物)､arma30(甲宵)､babila30(むだ話)､debrulajo(燃え尽き

たもの)､ekzistajo(存在物)､estajo(存在物)､konstruajo(建築物)､malbena30

(呪われたもの)､miksajo(混合物)､ornama30(飾り)､★pentra30(絵画)､portajo

(荷物)､poseda30(所有物)､★putra30(腐敗物)､Sajna30(見せかけのもの)

ニューエル訳 (17例):

apera30(幽霊)､eerpa30(抜粋)､dependa]̂o(付属物)､flika30(っぎ)､krea30(創

造物)､memora30(思い出の晶)､na丘za30(吐き気を催させるようなこと)､

'pentraJAo(絵画)､postskribaĴo(後書き)､prezentajo(描かれたもの､提示さ

れたもの)､putra30(腐敗物)､raba30(略奪品)､Sparajo(たくわえ)､skriba30

(文書)､terflika30(っぎはぎのような土地)､trinkajo(飲み物)､vida30(光景)

なお､ニューエル訳のterlflikla3Io(っぎはぎのような土地)は､flikli(っぎを

当てる)から作られたflikla3Jo(っぎ)とterIo(土地､地面)が結合した合成語
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ter･flikJa310で､｢土地の当て布｣の意味であると思われる.

時を明示するために Ia30の前に､受動分詞接尾辞 (-at,一it,lot)が挿入されるこ

とがあると上記 (3)の末尾で述べたが､能動分詞接尾辞 (･ant,一int,･ont)にも

･a30が付くことがある.同様に､他の接尾辞によって作られた形容詞等に ･a30が

付く場合もある｡ここでまとめて両訳書からのこのような例を見ておきたい｡

ザメンホフ訳には次のような完了受動分詞接尾辞 ･itの後に ･aĴOの付いた｢～さ

れてしまった物｣を表す語が見られる｡

farJitla封o(なされてしまったこと)､krelitfa3lo(被造物､生きもの)

ザメンホフ訳には次のような完了能動分詞接尾辞 -intの後に ･a30の付いた｢～

してしまった物｣を表す語が見られる｡

estlintfa3lo(過去の事柄)､mortJintla3lo(死骸)､pasJintfaĴIo(過去の出

来事)

｢～される価値がある､～に値する｣を意味する接尾辞 ･indが付いたあとに ･a30

が付いた例も見られる｡

ザメンホフ訳:☆mirlindJa3lo(驚くべきこと)

ニューエル訳:☆mirlindla]̂lo(驚くべきこと)､moklindJa3lo(ばかげたこ

と)

前置詞に ･a30が付いた (4)の例としては､両訳書でekster(～の外で)という前

置詞から作られた ★eksterJaĴJo(外観)が見られるだけである.

4.･EC(性質を表す)

具象物を表す ･ajとは反対に､･ecは ｢性質､状態､時代｣ など常に抽象的なも

のを表す｡形容詞語幹や名詞語幹に付いて ｢～さ､～性｣を意味する名詞語幹を作
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る｡

bella(美しい)の名詞形belloが抽象的概念としての ｢美｣を意味するのに対し

て､bellecloは ｢美しさ｣という性質を表す｡またru引a(赤い)の名詞形 ru針O

が ｢赤｣ という色を意味するのに対して､ru引ecloは ｢赤み｣を意味する｡

vivlo(生命､生活)-vivleclo(生気､活気)

amiklo(友)-amikleclo(友情)

virto(男)-virleclo(男らしさ)

･ecは分詞などの後に付けて時､時代を意味する語を作る｡

estlontla(未来の)-estlontleclo(未来)

paslintla(過ぎた､過去の)-paslintleclo(過去)

infanlo(幼児)-infanleclo(幼年期)

junJa(若い)-junleclo(青年時代)

･eca､･eceが名詞語幹に付いて ｢のような､～的な｣､｢～のように｣ を意味する

形容詞や副詞を作る｡

silklo(綿)-Silklecla(絹状の)

Stonlo(石)一合tonlecta(石のような)

homlo(人間)-homlecJa(人間的な)

hejmlo(家庭)-hejmlecla(家庭的な)

infanlo(幼児)-infanlecle(幼稚に)

vir暮o(男)-virecla(男らしい)､virecle(男らしく)

あるいは2つの語根に ･ecoが付くこともある｡

bontakorlo(良い心)-bonlkorleclo(親切)

sensenclo(意味のない)-senlsencleclo(無意味性)

sendependlo(従属のない)-senldelpendleclo(独立､独立性)

longharJo(長い髪)-longlharleclo(長髪であること)

ecは語根としてこれに名詞語尾や形容詞語尾等を付けてeclo(性質)､ecla(性質
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に関する)､eclarlo(性質､性格)などの語を作る｡

形容詞語幹や名詞語幹に ･ecが付いた性質を表す名詞には次のようなものが見

られる｡

ザメンホフ訳 (29例):

afableco(愛想のよさ)､alteco(高さ)､atenteco(注意深さ)､★amikeco(友情)､

'beleco(美 しさ)､boneco(善良さ)､burか)nec°(っぼみの状態)､certeco(確

かさ)､血cileco(容易さ)､★fideleco(忠実)､flameco(かっとなりやすさ､燃

えやす●さ)､gajeco(陽気さ)､grandeco(大きさ)､klereco(教養)､krueleco(残

酷さ)､libereco(自由)､majesteco(威厳,)､modereco(節度)､paleco(青白さ)､

perfekteco(完全さ)､pieco(信心)､profundeco(深さ)､rapideco(速さ)､

Seriozeco(まじめさ)､severeco(厳しさ)､Sincereco(誠実)､sopireco(あこが

れ)､sova倉eco(野蛮)､vereco(真実性)

ニューエル訳 (16例):

*amikeco(友情)､★beleco(美しさ)､easteco(貞操)､★rldeleco(忠実)､feli8eco

(幸福)､倉entileco(礼儀正しさ)､justeco(正義)､laceco(疲労)､mastreco(支

配権)､nobleco(高潔さ)､preteco(用意の整った状態)､putreco(腐敗)､

sekreteco(内密性)､sekureco(安全)､trankvileco(平静さ)､unueco(統一性)

時や時代を表す例としてはザメンホフ訳にjunfeclo(青年時代)が見られるo前

置詞に -ecoが付いた例としては両訳に ★kunfeclo(関係､結びつき)が見られる.

また､両訳書にある ★virJinJecJo(女らしさ)は女性を示す接尾辞 ･inにさらに

･ecoが付いたものである｡

未然能動分詞接尾辞 ･ontや完了受動分詞接尾辞 ･itに ･ecoが付いた例がザメ

ンホフ訳には見られる (3例)0

estlontlecto(未来)､alldonlitleclo(献身)､ka引itleclo(秘密)
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｢傾向｣を表す接尾辞 ･emが付いたあとにさらに ･ecoが付いた例がザメンホフ

訳には見られる (4例)0

insultlemleclo(無礼に傾く性質)､maltpaclemleclo(好戦的な性質)､

servfemleclo(世話好き)､pardonlemlec)o(寛大さ)

接頭辞が付いた形容詞語幹などに ･ecoが付いた例としては次のようなものが見

られる｡

ザメンホフ訳 (10例):

malIdiligentleclo(怠惰)､malIgajleclo(沈んだ気分)､malljunleclo(老

年)､malllongleclo(簡潔)､malIsaeIeclo(愚かさ)､mallsobrleclo(不節

刺)､★neJlertlecJo(不器用さ)､★senJdaI増erleclo(安全性)､

senlkonsoIIeclo(慰められないこと)､trolfortleclo(過度の強さ)

ニューエル訳 (2例):

*nellertlecto(不器用さ)､★senldan倉erLeclo(安全性)

｢造盤+塾逸+･eco｣の形をした､合成語に ･ecoが付いた例としては次のような

ものが見られる｡

ザメンホフ訳 (3例):

grandlanimteclo(寛大さ)､multlelvortleclo(言葉数の多さ)､

scilvoIIeclo(好奇心)

ニューエル訳 (1例):

mortlsollecla(死んだように孤独な)

上記のmultletvortleclo(言葉数の多さ)でmortle･のように ･e･が用いられ
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ているのは (multledavortoj)+-ecoの意味であるからである.

上記のmortfsolfecla(死んだように孤独な)は形容詞である ･eca形であるが､

ニューエル訳には形容詞として他にaerlecla(空気のような)､dilecfa(神的な)､

fillec]a(息子らしい)が見られる｡

なお､ザメンホフ訳ではecJo(性質)という名詞が用いられている｡

5.･UL(人を表す)

-a3が事物を表す名詞語幹を作るのに対して､･ulは人を表す名詞語幹を作る｡

(1)性質を示す形容詞語幹に付いてその性質を持つ人を表す名詞を作る｡

junJa(若い)-junJullo(若者)

honestJa(正直な)-honestJulJo(正直者)

obstin)a(頑固な)-obstinlulJo(頑固者)

aliJa(別の)-aliJulIo(別人)

(2)名詞語幹に付いてその名詞の特徴を示す人を表す名詞を作る｡

sciencIo(科学)-sciencIullo(科学者)

almozJo(施し物)-almozJullo(乞食)

barblo(ひげ)-barbIulIo(ひげを生やした人)

また､動物を表す場合もある｡

mamlo(乳房)-maml山lo(晴乳動物)

vertebrIo(脊椎)-vertebrIdIo(脊椎動物)

(3)動詞語幹に付いてその動詞が表す行為を典型的に示す人を表す名詞を作る｡

timli(恐れる)-timfulJo(臆病者)

血inkli(酒を飲む)-drinkldlo(酒飲み)

estJi(～である､存在する)-estIulJo(生き物､人)

flatli(お世辞を言う)-flatfulfo(お世辞のうまい人)

分詞名詞のtimJantJo(恐れている人)なども人を表すが､分詞名詞が ｢その時

～している人｣という一時的な意味であるのに対して､･ulを用いたtimlulfoは｢臆
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病者｣ という恒常的な性質を持った人を表すという違いがある｡

rampli(這う)-ramplullo(偶虫類)のように動詞語幹に付いて動物の種類を表

す場合もある｡

(4)前置詞などに付けてその意味に関係する名詞を作る｡

kontra丘(～に対抗して)-kontra引ullo(反対者､対抗者)

anta丘(～の前に)-anta引ulIo(先輩)

post(～の後に)-postle(後で)-postlelullo(後輩)

(5)合成語の後に ･ulを付けてその特徴を典型的に持った人を表す｡

senharlo(毛の無い)-Senlharla(はげた)-8enlharlullo(はげた人)

facillaanimlo(気楽な心)-facillanimla(軽率な)-facillanimIullo(軽率

な人)

senkura引o(勇気が無く)-senlkura引a(意気地のない)-senlkura引ulJo

(意気地なし)

dupiedlolj(二本の足)-dulpiedla(二足の)-dulpiedlullo(二足動物)

eitie(ここで)-ei･tiela(この土地の)-ei-tielullo(この土地の人)

形容詞語幹に･ulが付いた人を表す名詞には両訳書に次のようなものが見られる｡

ザメンホフ訳 (12例):

abomenulo(忌まわしい者)､bravulo(勇者)､felieulo(幸運な人)､★frenezulo

(狂人)､gajulo(愉快な者)､★grandulo(高位高官)､★junulo(若者)､★karulo(い

としい人)､★kulpulo(罪人)､★kuraかlo(勇者)､potenculo(有力者)､★spritulo

(機知に富んだ人)

ニューエル訳 (25例):

egalulo(対等な人)､fantaziulo(夢想家)､feblulo(弱い者)､fidulo(信頼する

人)､★frenezulo(狂人)､鉦ivolulo(軽薄な人)､★grandulo(高位高官)､★junulo

(若者)､honestulo(正直者)､★karulo(いとしい人)､klerulo(学識者)､kruelulo
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(残酷な人)､★kulpulo(罪人)､★kuraeulo(勇者)､mizerulo(惨めな人)､murdulo

(殺人者)､noblulo(高潔な人)､oldulo(老人)､povrulo(哀れな人)､sa如lo(質

者)､simplulo(単純な人)､spertulo(経晩者)､★spritulo(機知に富んだ人)､

stultulo(愚か者)､vulgarulo(俗物)

接頭辞の付いた形容詞語幹に -ulが付いた例としては次のようなものが見られ

る｡

ザメンホフ訳 (7例):

mallbonlullo(悪人)､malljun lulto(老人)､★mallnobllullo(卑劣なやつ)､

mallri引ullo(貧乏人)､mallsa引ullo(ばか者)､senlkorlullo(無情者)､

senJtaもglullo(ろくでなし)

ニューエル訳 (5例):

mallgravlullo(取るに足りない人)､malJklerlulo(教養のない人)､

'maltnobllulIo(卑劣なやつ)､mallprudentlullo(浅はかな者)､

mal一sobr暮ullo(不節制な者)

これらは

bonla(善良な)-mallbonla(悪い)-mallbonlullo(悪人)

senkorJo(心が無い)-senJkorla(無情の)-senlkorlulJo(無情者)

のような過程を経て､まず ｢正反対｣を表すmal･や｢～なしで｣を表す前置詞 sen･

などが付いた形容詞語幹にさらに ･ulが付いた形でできている｡

名詞語幹に ･ulが付いた例としては次のようなものが見られる｡

ザメンホフ訳 (3例):

*almozulo(乞食)､★krimulo(犯人)､★tributulo(朝貢者)

ニューエル訳 (8例):
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*almozulo(乞食)､funkciulo(職員)､honorulo(名誉を重んじる人)､incestulo

(近親相姦をはたらく者)､kornulo(角を持った者)､★krimulo(犯人)､perukulo

(カツラを付けた人)､★tributulo(朝貢者)

これらはalmozlo(施し物)-almozlullo(乞食)､krimlo(犯罪)-krimlullo(犯

人)､tributJo(貢ぎ物)-tributlullo(朝貢者)のように､名詞語幹に･ulが付いて

できている｡なお動物を表す ･ulo形は両訳書には見られない｡

動詞語幹に･ulが付いた例としては次のようなものが見られる｡

ザメンホフ訳 (2例):

★pekulo(罪人)､★timulo(怖がり屋)

ニューエル訳 (11例):

arbitraciulo(調停者)､diboeulo(放蕩者)､drinkulo(飲み助)､flatulo(お世

辞のうまい人)､klaeulo(悪口を言う者)､★peknlo(罪人)､ribelulo(反乱者)､

Serculo(冗談を言う者)､svatulo(結婚仲介人)､★timulo(臆病者)､trompulo

(ペテン師)

これらはtimli(恐れる)-timlullo(怖がり屋)､pekli(罪を犯す)-peklullo(罪

人)､trompti(だます)-tromplullo(ペテン師)のように､動詞語幹に ･ulが付い

てできていると考えられる｡

前置詞に ･uloが付いた例としてはザメンホフ訳にkontraalullo(反対者､対抗

者)が見られるだけである｡

他の接尾辞が付いた後に更に ･ulという接尾辞が付いた例としては次のような

ものが見られる｡

ザメンホフ訳 (3例):

ridindulo(滑稽な者)､★senindulo(ろくでなし)､8klavemulo(奴隷根性の人)
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ニューエル訳 (5例):

diboeemulo(放蕩者)､etulo(小男)､gloremulo(野心家)､★senindulo(ろくで

なし)､servemulo(世話をやく人)

これらは次のような過程を経てできているとと考えられる｡

ridli(笑う)-ridlindla(滑稽な)-ridlindlulfo(滑稽な者)

･ind(｢～される価値がある｣を示す接尾辞)-indlo(価値)-senindlo(価値

のない)-senlindla(無価値な)-senJindJulJo(ろくでなし)

sklavlo(奴隷)-SklavJemla(卑屈な)-sklavlemfulJo(奴隷根性の人)

dibo引i(放蕩する)-diboelemla(放蕩癖の)-diboelemlulto(放蕩者)

glorlo(栄誉)-glorJemla(栄誉を求める傾向のある)-glorfemlullo(野心

家)

servJi(仕える)-servlemJa(世話好きな)-servJemlullo(世話をやく人)

･et(｢小さい｣を示す接尾辞)-etJa(小さい)-etlulJo(小男)

なお､etulo(小男)は -etという接尾辞自体を語根として､それに ･ulという接

尾辞が付いてできた名詞である｡

･ulという接尾辞が付いた後にさらに別の接尾辞が付いた語としては次のような

ものが見られる｡

ザメンホフ訳 (2例):

junularo(青年)､ma18astulino(不貞な女)

ニューエル訳 (6例):

doleulino(優しい女)､junulino(若い女､娘)､maleastulino(不貞な女)､

malsaeulino(愚かな女)､povrulino(哀れな女)､virgulino(処女)

これらは次のような過程を経てできているとと考えられる｡

junla(若い)-junlulfo(若者)-junlullarlo((総称としての)青年)
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eastla(貞節な)-malleastla(不貞の)-malleastlullo(不貞な人)-

malleastlullinlo(不貞な女)

sa引a(賢い)-mal一sa引a(愚かな)-mallsa引ullo(愚人)-

mallsa引ulIinJo(愚かな女)

povrla(哀れな)-PovrlulIo(哀れなやつ)-povrlullinlo(哀れな女)

virgla(純潔な)-virglullo(童貞)-virglullinlo(処女)

上記で用いられている ･ullinlo(～の女性)は ･ulto(～の人)の女性形である

とも考えられる｡

ニューエル訳では ･ul自体を語根としてそれに名詞語尾を付けたullo(人､者)

や､合成語であるaltlranglullo(高官)という語が見られる. altlranglullo(高

官)は ｢altlaranglo(高い地位)+･ullo(人)｣から成る合成語である｡
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